
 

 

 
令和７年度「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰 

表彰式及び受賞記念販売会について 
 

宮城県では、地産地消の推進や県産食材のブランド確立において先導的な活動を行う個人・団体を顕彰

し、その取組を広く発信することを目的として、平成２０年度から「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰

を実施しています。今年度は、環境負荷の低減や食文化の振興、未利用資源の活用、伝統の継承と販路拡

大など、それぞれの強みを生かしながら地域の活性化に取り組む計４団体が受賞しました。 

つきまして、受賞団体の表彰式及び受賞記念販売会を開催しますので、ぜひ取材いただきますようお願

いいたします。 
 
 

１ 令和７年度「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰 受賞者 

受賞区分 受賞者 

地産地消部門  

大賞 有限会社山藤
やまふじ

運輸 

特別賞 
郷土の食文化研究・発信！おおさき楽

らく

友会
ゆうかい

 

合同会社くりはらファーマーズラボ 

ブランド化部門 特別賞 合資会社保科
ほ し な

栄男
ひ で お

商店 

 
 

２ 受賞記念販売会 

（１）日  時 令和８年 1 月１５日(木) 

午前１０時から午後２時まで 

（２）場  所 宮城県行政庁舎１階ロビー 

（３）販売内容  

①有限会社山藤運輸 ※当日販売はありません 

・農産物（米・桃）予約受付 

②郷土の食文化研究・発信！おおさき楽友会 

・農産加工品、温泉水 

③合同会社くりはらファーマーズラボ 

・ジャム、味噌、栗原産野菜 

④合資会社保科栄男商店 

・あんぽ柿 

 

３ 表彰式 

（１）日 時 令和８年１月１５日(木)   

午後３時から午後３時３０分まで 

（２）場 所 宮城県行政庁舎９階 第一会議室 

（３）出席者 宮城県副知事 小林徳光、各受賞者 

（４）内 容 表彰盾授与、受賞者挨拶、記念撮影、歓談 

 

 

 

(令和６年度表彰式の様子) 

※取材を御希望の場合は、事前に宮城県農政部食産業振興課食産業企画班宛てに、 
「①会社名」、「②御担当者名」、「③当日の予定人数」、「④連絡先電話番号」をお知らせください。 
電話：022-211-2814    ＦＡＸ：022-211-2819  e-mail:s-kikaku@pref.miyagi.lg.jp 

※当日の表敬訪問の写真や関連画像は提供可能です。御希望の際はお気軽に御連絡ください。 

記者発表資料 
令和８年１月８日（木） 
食産業振興課食産業企画班 
担当：松橋・佐藤（由） 
電話：022-211-2814 
s-kikaku@pref.miyagi.lg.jp 

(令和６年度販売会の様子) 



○「食材王国みやぎ」推進優良活動表彰 概要 

（１）募集期間   令和７年７月２３日（水）から令和７年１０月６日（月）まで 

（２）部門     地産地消部門、ブランド化部門 

（３）表彰の種類  大賞、特別賞 

（４）応募総数   地産地消部門４点、ブランド化部門２点 

（５）最終選考会  令和７年１１月６日（木） 

 

○受賞者の紹介

（ １ ）  地 産 地 消 部 門  

大 賞  有限会社山藤運輸【南三陸町】  

「『 い の ち め ぐる ま ち 』 南 三 陸の実 現 に 向 け た 肥 料 活 用・ 生 産 ・加 工 ・

販 売 が 循 環 す る 持 続 可能 な 地 産地 消 」  

「 ひ と ・ 森 ・ 里 ・ 海  い の ち め ぐ る ま ち 南 三 陸 」 と
い う 循 環 型 の ま ち づ く り の 中 核 を 担 う 運 送 会 社 と し
て 、 農 業 ・ 環 境 ・ 教 育 分 野 へ 事 業 を 展 開 し 、 農 林 漁 業
者 、 行 政 、 研 究 機 関 、 消 費 者 と 連 携 し な が ら 、 持 続 可 能
な 地 域 循 環 の 仕 組 み づ く り に 取 り 組 ん で い る 。  

温 暖 化 を は じ め と す る 環 境 課 題 に 対 応 す る た め 、 環
境 ・ 農 業 部 門 を 設 置 し 、 バ イ オ ガ ス を 核 と し た サ ス テ ナ
ブ ル 農 業 や 脱 炭 素 事 業 を 推 進 。 液 体 肥 料 の 運 搬 ・ 散 布 等
を 通 じ て 、 高 齢 化 が 進 む 農 家 の 負 担 軽 減 を 図 る と と も
に 、 自 社 で は 稲 作 に 加 え 果 樹 の 栽 培 に も 取 り 組 み 、 地
域 の 未 利 用 資 源 や 剪 定 枝 の 資 源 化 な ど 、 循 環 型 農 業 を
実 践 し て い る 。  

ま た 、 液 体 肥 料 を 活 用 し た 稲 作 に よ り 生 産 し た 「 め
ぐ り ん 米 」 を 販 売 し 、 農 林 水 産 省 の 「 環 境 負 荷 見 え る
化 ラ ベ ル 」 に お い て 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 及 び 生 物 多 様 性 保
全 の 両 分 野 で 星 ３ （ 東 北 初 の 最 高 ラ ン ク ） の 認 定 を 受 け て
い る 。  

さ ら に 、 地 域 お こ し 協 力 隊 の 受 入 れ に よ る 人 材 育 成 や 、
地 元 の 子 ど も た ち を 対 象 と し た 食 育 ・ 食 農 教 育 、 消 費 者 と
の 交 流 を 通 じ て 、 循 環 の ス ト ー リ ー と 南 三 陸 の 森 ・ 里 ・ 海
が 育 む 地 域 資 源 の 魅 力 発 信 に も 取 り 組 ん で い る 。  

 
 

特 別 賞  郷土の食文化研究・発信！おおさき楽友会【大崎市】  

「 お お さ き 地 域 の 、 郷土 の 食 文化 研 究 ・ 発 信 ！ 」  

お お さ き 楽 友 会 は 、 鳴 子 温 泉 を 中 心 に 、 大 崎 地 域 一
円 の 料 理 人 、 農 業 者 、 流 通 業 者 、 旅 館 ・ ホ テ ル 経 営 者
な ど 、 趣 旨 に 賛 同 す る 多 様 な 関 係 者 で 構 成 さ れ る 他 に
類 を 見 な い ユ ニ ー ク な 団 体 で あ る 。 地 産 地 消 、 医 食 同
源 、 ス ロ ー フ ー ド 文 化 を 活 動 の ス ロ ー ガ ン に 掲 げ 、 食
に 関 す る イ ベ ン ト の 開 催 や 生 産 現 場 研 修 会 、 異 業 種 交
流 会 な ど を 通 じ て 、 地 域 の 食 文 化 の 振 興 に 取 り 組 ん で
い る 。  

鳴 子 地 域 を 拠 点 と し た 食 の イ ベ ン ト 「 お お
さ き 食 楽 ま つ り 」 及 び 、 一 般 公 募 に よ り 大 崎
地 域 の 食 材 を 活 用 し た 創 作 料 理 を 競 う 「 お お
さ き フ ー ド チ ャ レ ン ジ ！ 料 理 コ ン テ ス ト 」 を
開 催 す る こ と に よ り 、 食 と 体 験 を 通 じ た 地 域
振 興 や 、 多 業 種 が 連 携 し た 食 文 化 の 継 承 を 図
り 、 地 域 食 材 の 魅 力 発 信 と 県 の 地 産 地 消 の 推
進 に 貢 献 し て い る 。  

 



 

特 別 賞  合同会社くりはらファーマーズラボ【栗原市】  

「 規 格 外 品 を 活 用 し た価 値 創 出と 、 福 祉 ・ 教 育 機 関 ・異 業 種 との 連 携 に

よ る 地 域 農 業 の 多 角 的振 興 モ デル 」  

合 同 会 社 く り は ら フ ァ ー マ ー ズ ラ ボ は 、 栗 原 市
内 の 農 家 を 中 心 に 、 シ ェ フ や 専 門 家 、 市 役 所 職 員
な ど 多 様 な メ ン バ ー で 構 成 さ れ た 前 身 組 織 「 く り
は ら フ ァ ー マ ー ズ プ ロ ジ ェ ク ト 」（ 2 01 5 年 始 動 ） を
母 体 と し て 、 202 1 年 に 法 人 化 し た 団 体 で あ る 。  

「 く り は ら の 農 業 を お も し ろ く 」 を テ ー マ に 掲
げ 、 シ ェ フ や 飲 食 店 、 食 品 企 業 、 地 域 団 体 、 教 育
機 関 、 福 祉 分 野 な ど 、 他 業 種 ・ 他 世 代 と の 連 携
を 通 じ て 、 栗 原 市 産 農 産 物 の 規 格 外 品 を 活 用 し
た 農 産 加 工 品 の 開 発 ・ 販 売 に 取 り 組 み 、 食 品 ロ
ス の 削 減 と 付 加 価 値 の 向 上 を 図 っ て い る 。  

ま た 、 栗 原 市 産 農 産 物 の 販 売 ・ 流 通 を 担 い 、
個 々 の 生 産 者 で は 構 築 が 難 し い 流 通 機 能 を 補 完
す る た め 、 複 数 の 生 産 者 か ら 農 産 物 を 集 荷 ・ 集
約 し 、 飲 食 店 や 販 売 所 へ 一 括 し て 供 給 す る 「 ハ
ブ 」 と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。  

さ ら に 、 食 と 農 業 を テ ー マ に 、 栗 原 産 食 材 に
精 通 し た シ ェ フ や 生 産 者 と 連 携 し た 産 地 体 験 型
の 食 の ツ ア ー 「 テ ロ ワ ー ジ ュ く り は ら 」 を 企 画
す る と と も に 、 専 門 学 校 生 や 大 学 生 を 対 象 と し た 課 題 解 決 型 の 合 宿 や ワ
ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 す る な ど 、 関 係 人 口 の 創 出 と 地 域 と の 継 続 的 な 関 わ
り づ く り に も 取 り 組 ん で い る 。  
 

 

（ ２ ） ブ ラ ン ド 化 部 門  

特 別 賞  合 資 会 社 保 科 栄 男 商 店  代 表 社員  保 科 栄 文 【 白 石 市】  

「 こ れ か ら の 百 年 も 感動 を 伝 え続 け た い 」  

合 資 会 社 保 科 栄 男 商 店 は 、 創 業 以 来 1 00 年
以 上 に わ た り 干 し 柿 製 造 に 取 り 組 み 、現 在 も
昔 な が ら の 天 日 干 し 製 法 を 守 り 続 け て い る 。  

機 械 乾 燥 に 比 べ 、 天 日 干 し は 甘 味 ・ 旨 味 ・
風 味 に 優 れ 、 品 質 面 で 高 い 評 価 を 受 け て き
た 。 大 正 1 4 年 （ 1 92 5 年 ） に は 皇 室 へ の 献 上
実 績 も あ り 、「 献 上 柿 」と し て の 誇 り と 伝 統 を
継 承 し て い る 。 こ の 伝 統 と 品 質 を 基 盤 に 、 自
社 ブ ラ ン ド「 ほ し な 之 献 上 柿 」「 ほ し な 之 あ ん
ぽ 柿 」「 い ぎ な り 美 味 い あ ん ぽ 柿 」 を 展 開 し 、
贈 答 用 や 高 級 志 向 市 場 を 開 拓 し て い る 。販 売
チ ャ ネ ル は 従 来 の 市 場 出 荷 に 加 え 、 百 貨 店 ・
高 級 ス ー パ ー・自 社 E C サ イ ト へ と 拡 大 し 、さ
ら に シ ン ガ ポ ー ル ・ 香 港 を 中 心 と し た ア ジ ア
圏 へ の 輸 出 、 そ し て 20 26 年 か ら は 本 邦 初 と
な る 冷 凍 あ ん ぽ 柿 を メ キ シ コ 向 け に 輸 出 す
る な ど 、 国 内 外 で の 「 宮 城 県 産 柿 」 の ブ ラ ン
ド 価 値 を 高 め て い る 。  

ま た 、 地 域 農 家 と 連 携 し 、 品 質 基 準 の 統 一
と 安 定 供 給 体 制 を 確 立 す る こ と で 、宮 城 県 南
地 域 に お け る 干 し 柿 産 業 の 持 続 的 発 展 に も
貢 献 し て い る 。  

 


